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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

目

次

平成™š年˜™月 日 金曜日 (号外第™�œ号)官 報 (™分冊の˜)
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３

給
付
に
関
す
る
規
定

^

日
本
国
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
の
実
施
機
関
は
、

日
本
国
の
法
令
に
よ
る
給
付
を
受
け
る
権
利
を
確
立

す
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
令
に
よ
る
保
険
期
間
を

考
慮
す
る
こ
と
等
、
日
本
側
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特

別
の
事
項
を
定
め
る
。（
第
一
三
条
〜
第
一
五
条
関

係
）

_

ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
実
施
機
関

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
法
令
に
従
っ
て
累
積
し
た
保
険
期

間
が
十
分
で
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
給
付
を
受
け

る
資
格
を
有
し
な
い
者
の
資
格
を
決
定
す
る
た
め
、

日
本
国
の
法
令
に
よ
る
保
険
期
間
も
考
慮
す
る
こ
と

等
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
に
の
み
適
用
さ
れ
る
特
別
の
事
項

を
定
め
る
。（
第
一
七
条
関
係
）

４

雑
則

^

一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
か
ら
他
方

の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
に
伝
達
さ
れ
た
情

報
は
、
協
定
を
実
施
す
る
目
的
の
た
め
に
の
み
使
用

し
、
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め
の
法
律
等
に
よ
り
規

律
さ
れ
る
。（
第
二
一
条
関
係
）

_

協
定
の
解
釈
等
に
つ
い
て
の
意
見
の
相
違
は
、
両

締
約
国
間
の
協
議
に
よ
り
解
決
す
る
。（
第
二
三
条
関

係
）

`

協
定
は
、
効
力
発
生
前
に
給
付
を
受
け
る
権
利
を

確
立
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
協
定
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
効
力
発
生
前
の
保
険
期
間
等
に
つ
い
て

も
考
慮
す
る
。
協
定
の
効
力
発
生
前
か
ら
一
方
の
締

約
国
で
就
労
し
て
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
派
遣

及
び
自
営
活
動
の
期
間
は
、
協
定
の
効
力
発
生
の
日

に
開
始
し
た
も
の
と
み
な
す
。
協
定
の
適
用
の
結
果

と
し
て
、
協
定
の
効
力
発
生
前
に
権
利
が
確
立
さ
れ

た
給
付
の
額
を
減
額
し
て
は
な
ら
な
い
。（
第
二
六
条

関
係
）

a

協
定
は
、
両
締
約
国
が
、
効
力
発
生
に
必
要
な
そ

れ
ぞ
れ
の
憲
法
上
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
旨
を
相
互

に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た
月
の
後
三

箇
月
目
の
月
の
初
日
に
効
力
を
生
ず
る
。
い
ず
れ
の

締
約
国
も
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
他
方
の
締
約

国
に
対
し
書
面
に
よ
り
協
定
の
終
了
の
通
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
、
協
定
は
、
終
了
の
通
告
が
行
わ
れ
た

月
の
後
一
二
箇
月
目
の
月
の
末
日
ま
で
効
力
を
有
す

る
。（
第
二
七
条
及
び
第
二
八
条
関
係
）

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

〔
条

約
〕

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
一
六
）

K

〔
告

示
〕

〇
特
性
試
験
の
試
験
方
法
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
五
〇
五
）

J
K

〇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル

連
邦
共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生

に
関
す
る
件
（
外
務
三
八
九
）

J
Q

〔
官
庁
報
告
〕

国
家
試
験

税
理
士
試
験
合
格
者
公
告
（
国
税
審
議
会
）

J
Q

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁建

設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
関
係

K
J

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
P

特
殊
法
人
等

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
区
間
変

更
関
係

P
I

◇
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国

と
の
間
の
協
定
（
条
約
第
一
六
号
）（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
日
本
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
間
で
年
金
制

度
の
適
用
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
両
国
で
の
保
険
期
間

の
通
算
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
け
る
年
金
の
受
給
権

を
確
立
し
、
も
っ
て
両
国
間
の
人
的
交
流
・
経
済
交
流
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内

容
の
大
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

総
則

^

協
定
の
対
象
は
、
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
年
金
制

度
に
関
し
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険
、
国
家
公

務
員
共
済
年
金
、
地
方
公
務
員
等
共
済
年
金
及
び
私

立
学
校
教
職
員
共
済
年
金
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
制
度

と
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て
は
、
一
般
社
会
保
障
制

度
が
定
め
る
老
齢
給
付
、
障
害
給
付
及
び
遺
族
給
付

並
び
に
軍
人
及
び
文
民
公
務
員
の
社
会
保
障
制
度
が

定
め
る
老
齢
給
付
、
障
害
給
付
及
び
遺
族
給
付
と
す

る
。（
第
二
条
関
係
）

_

協
定
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
適
用
を
受
け

て
い
る
か
又
は
受
け
た
こ
と
が
あ
る
者
等
に
適
用
す

る
。
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
て
、
一
方
の
締
約
国
内
に

通
常
居
住
す
る
も
の
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法

令
の
適
用
に
際
し
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
国
民
と

同
等
の
待
遇
を
受
け
る
。（
第
三
条
及
び
第
四
条
関

係
）

２

適
用
法
令
に
関
す
る
規
定

^

一
方
の
締
約
国
内
で
就
労
す
る
者
に
つ
い
て
は
、

当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す
る
。（
第

六
条
関
係
）

_

一
方
の
締
約
国
の
制
度
に
加
入
す
る
被
用
者
及
び

自
営
業
者
が
他
方
の
締
約
国
に
五
年
を
超
え
な
い
と

見
込
ま
れ
る
期
間
派
遣
さ
れ
、
又
は
就
労
す
る
場
合

に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
み
を
適
用
す

る
。
そ
の
派
遣
又
は
自
営
活
動
が
五
年
を
超
え
て
継

続
さ
れ
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当

局
等
は
、
特
別
な
状
況
に
お
い
て
、
当
該
一
方
の
締

約
国
の
法
令
の
み
を
三
年
を
超
え
な
い
期
間
引
き
続

き
適
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き

る
。（
第
七
条
関
係
）

`

両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
等
は
、
第
六
条
か

ら
第
九
条
ま
で
の
規
定
の
例
外
を
認
め
る
こ
と
に
つ

い
て
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

P
I

会
社
そ
の
他

P
J

会
社
決
算
公
告

P
L
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